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１．はじめに 

 

（１）研究背景 

東海・東南海・南海地震のリスクが高まる一方で、日

本全国においては、次々と地震が発生している。自然災

害の中で地震の発生は、基本的に予想不可能であるが、

ライフライン被害をはじめ、地域全体の命や財産に大き

な影響を与えるため、平常時からの備え、つまり被害軽

減を目的にするミチゲーショと被害抑止を目的にするプ

リペアドネスに分類される災害リスクマネジメントが重

要な位地を果たす。阪神淡路大震災以降、防災の基本原

則として掲げるようになった公助・共助・自助のパート

ナシップに基づく災害リスクマネジメントにおいては、

災害直後は、公共機関より、住民個人や世帯自身や近隣

地域コミュニティの助け合いがもっと役に立つことが指

摘されている。阪神大震災の時は、要救助者のうち約8
5％を一般住民が救出したという推計もある。また、地

域コミュニティにおける防災活動の推進は世界共通の課

題となっている１）。これは、従来の行政主導の防災計画

では、地域の現状と住民のニーズを反映するのには限界

があったことへの反省に立っている。 

一方、住民参加型の意思決定システムとしてワークシ

ョップ方式が近年盛んに行なわれている。しかし、災害

の特殊性や参加型特性を十分に生かしたワークショップ

が行なわれているとは、決して言えないのが現状である。 

そこで、本研究では、減災型地域コミュニティマネジメ

ントのための戦略的リスクコミュニケーション技法の開

発を通じて有効なワークショップ方式を提案する。 
 
（２）研究目的 

 

*キーワーズ：防災計画、市民参加、リスクコミュニケーシ

ョン 

**非会員,京都大学大学院工学研究科 

（京都府宇治五ヶ庄,TEL0774-38-4038, 
njiworld@drs.dpri.kyoto-u.ac.jp） 

***正員,工博,京都大学防災研究所 

（京都府宇治五ヶ庄,TEL0774-38-4035, ,FAX0774-38-4636） 

****正員,理博,京都大学防災研究所 

（京都府宇治五ヶ庄,TEL0774-38-4038,FAX0774-38-4636） 

行政による防災計画は、国と自治体レベルで多様な部

門・分野をまたがる形で計画・実施されている。しかし、

阪神・淡路大震災のような低頻度・巨大被害型の大災害

が発生したような場合には、直後の状況は行政の計画

(シナリオ )通りに進行するとは限らないのが実際である。

特に地域のことを完全に行政の防災計画に反映すること

は極めて難しい。従って、災害直後の対応は行政任せで

はなく、自分たちの生命を守り、避難・救助することに

最終的に責任を持つのは、最終被害者である地域住民で

あることを踏まえた自助・共助による防災が不可欠なの

である。

本研究では、地域コミュニティの共助・自助の災害対

応力向上が肝要であることに着目するとともに、地域住

民が自ら計画・実行できる減災型地域コミュニティマネ

ジメントのために有効な戦略的なリスクコミュニケーシ

ョンによる研究アプローチを提唱している。リスクコミ

ュニケーションの定義としては、個人・機関・集団間に

おけるリスクに関する情報や意見の交換過程とする２）。

「戦略的」とは、減災という目的に即して練り上げられ

ているという意味であり、完璧ではなくても、致命的な

失敗を許さないことである。災害はいったん起こると、

それへの対応はやり直しが効かない致命的なものである

ため、地域の実情に通じた適切なマネジメントを行なわ

なければならない。それで、地域住民が住んでいる地域

に適合した防災計画を住民自ら自分たちの手で最初から

最後まで作れる戦略的リスクコミュニケーション技法を

提案することを目的にする。 
以下、２．では、四面会議システムという参加型ワー

クショップ技法を分析し、その上にコミュニティ用防災

計画づくりに応用するための問題提起をする。３．では、

既存モデルの問題を改良した短時間四面会議システムモ

デルを提案する。４．では、改良モデル技法を基に、二

つのケーススタディ研究地域の紹介と今後の展開と課題

を述べる。 
 

２．既存SWOT分析＆四面会議システム３）の分析 

 

（１）SWOT分析＆四面会議システム 

a）0/1 村おこし運動４）は、これまでの行政主体の地

域運動と異なり、集落単位で住民自らが主体的に計画・



実行する方式であり、成功モデルとなったものである。

その際、戦略的なリスクコミュニケーション技法として

実際に導入されたのが四面会議システムという参加型ワ

ークショップ技法である。本研究では、これを住民参加

型防災計画作りへ適用することを試み、これを減災型リ

スクミュニケーション技法の有効な技法として提案する。

戦略的リスクコミュニケーション技法による防災計画作

りにより、地域自らが現状を診断し、対策を検討し、災

害に対する意識や対応能力を高めることを実践に移して

いくことができることが期待される。これにより従来型

の行政主体の防災計画や防災教育よりも、実践的な計画

を立てることができ、減災型地域コミュニティマネジメ

ントが可能になることを明らかにしたい。 
b）四面会議システムを用いる理由とその特徴 

 四面会議システムは、地域マネジメントの行動計画

を作り上げていくためのワークショップ技法である。こ

れまでに、様々な分野で使われてきた四面会議システム

の改良技法であるSWOT分析＆四面会議システムは、参

加型計画プロセスにおいて「場作り」と「参加者間のコ

ミュニケーション技法」として用いることができる。こ

れにより、参加者間の役割分担と包括的で相互連携的な

対策案づくりが可能になると期待される。そこで、戦略

的リスクコミュニケーション技法としてSWOT分析＆四

面会議システムを用いることにする。 
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図－１ 既存四面会議システム図とその構造    

c）四面会議システムの構成 
進行過程としては、課題整理（問題点の整理・分析）

としてSWOT分析を使用し、課題解決の検討Ⅰ（キーワー

ド抽出）では、ブレスト＋ＫＪ法5）を活用し、自由な発

想や意見を求める。課題解決の検討Ⅱ（具体的解決法の

吟味）では、メインである四面会議図を作成する。行動

計画の立案（プロポーサル作成作成）で、最後に事業実

施計画書の作成で終わる。 
ｄ）防災計画用四面会議システムのため問題提起 

既存四面会議システムを改良して簡単に理解できる活用

可能なコミュニティ防災計画づくり用意思決定モデルを

提案する。そのためには、既存の構造を防災計画づくり

に適した改良モデルにする必要がある。さらに、既存の

問題である時間の長さと理解の難しさを解決しなければ

ならない。これまでの私の予備的研究により、次の二つ

課題が上げられると思う。 

四面会議システムを行うには長い時間が必要である。

作成の時間が足りないという参加経験者の意見が多かっ

た。実行時間を分析する平均約 10 時間が掛かった。そ

れは、10 年後のビジョンと問題解決策を同時に図ると

いう難しさがあるから長時間の考察と議論が必要なこと

はやむを得ないと思う。しかし方法と進行のやり方が理

解しにくい点が挙げられる。説明時間を約 30 分に短く

するとシステムの概念と方法の理解がうまく出来ないの

である。（平成１７年度まちづくりリーダー研修、八尾

市）また、それは次の段階での実行にも影響を与える。 

 

３．改良モデル開発 

（コミュニティ防災計画用四面会議３時間モデル） 

 

（１）改良主眼点 
従来の四面会議システムでは、効率性を追求するよ

りは、情報・知識の共有と参加者間のコミュニケーシ

ョンにその主眼点を置いていた。これを改善する上で

以下の点を考慮した。都市地域のワークショップの場

合、3 時間以内が無理なく参加出来る限界である。ま

た、連続的に同じ人々が参加することは難しいことを

想定し、改良に反映した。そこで、改良四面会議

System は、3 時間で 1 回出来ることを目標にしている。 

役割の交換を通したディベートを実施３０́ディベート５
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図－２ コミュニティ防災用四面会議Systemの構成  
 

（２）改良モデル特性 

a）説明＆分類、SWOT診断シート、自由発想模造紙、

四面会議、Debate、評価＆総合の6つの要素で構成され

ている。 

b）説明＆分類：時間の縮小のため、最初からテーマ

とプレーヤーの分類をした。プレーヤーの分類は、個人



と自主防災組織を中心として行政と自治会を支援役割で

定義した。これに基づくコミュニティ防災計画は防災コ

ミュニティを中心に住民がこなす計画をするのが前提に

なっている。 

防災コミュニティ

自治会行政
個人
（住民）

防災コミュニティ

自治会行政
個人
（住民）

 
図－３ 四面のフレーヤの役割と分担  

 c）診断シート形式 SWOT 分析：住民の概念理解と

形式の二つの面で改良したのである。概念の問題では、

内部と外部を役割ごとに分けることにした。例えば、内

部は、防災コミュニティと個人であり、外部は、行政と

ボランティアにする。また、内部からは制御できない自

然環境なども外部にした。形式の面では、SWOT 分析

を診断シート型 SWOT 分析に改良したため、参加者は

アンケートをする感覚で表示すれば、自然に地域の防災

対応力と現状を知ることが出来る。問題認識は勿論、事

前防災知識や防災情報を伝える役割（学習）もする。こ

れは、また次の段階である四面会議図作成にも順応的な

進行過程にも役に立つことになる。 
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例）地域には、防災組織がありますか
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図－３ 診断シート形式SWOT分析  
ｄ）四面会議図作成を簡単化したので、参加者の理解

をしやすくする。図の作成は、Describe(記述)->Debate
(議論)->Divide(分類)一連の過程で実施する。 
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図－４ ３時間で出来るコミュニティ防災計画用四面会議図

 

ｅ）計画実行優先図（評価＆総合）：既存の四面会

議システムモデルでは、事業実施の計画が各役割の柱

（10 年後）を中心にビジョン提示の形で10 年後の町の

望ましい姿を表したのに対して、防災コミュニティ用四

面会議システムモデルでは、時間的な緊急性と内容的な

重要性の優先順位によって実施順位を決める計画実行優

先図を作ることにした。 

早く行動しなくてもい
いし、優先度が低い
計画

早く行動しなければ
ならないが、優先度
が低い計画

２

早く行動しなくてもい
いが、重要な計画

至急で行動しなけ
ればならないし、重
要な計画

１

２１

早く行動しなくてもい
いし、優先度が低い
計画

早く行動しなければ
ならないが、優先度
が低い計画

２

早く行動しなくてもい
いが、重要な計画１

２１
至急で行動しなけ
ればならないし、重
要な計画

緊急性

重要性

時間（Ｔ）

重要度（Ｉ）

図－５ 計画実行優先図 
 

４．今後の展開と課題 

 

改良した四面会議システムを実行することによって、

参加者が防災情報を獲得し、防災知識を学習して、それ

を実践的に外部的行動に結びつけることで順応的にマネ

ジメントすることが期待できる。また、都市と山間地域

の異なる事例研究を通じて、お互いに生かすところを発

見・分析し、都市と地方の減災型のコミュニティマネジ

メントの知識についての新しい交流・融合に資すること

を目指す。 
 
（１）研究対象・地域 
研究予定地域は、鳥取県智頭町早瀬集落と神戸市長田

区長田小学校区防災福祉コミュニティを対象としてい

る。早瀬集落は、過疎化している山間地域だが、住民

参加型の 0/1 村おこし運動を始発点とする既存の四面

会議システムを開発した地域である。また、防災コミ

ュニティは、阪神・淡路大震災以後、神戸市が結成し



自主防災組織で、防災コミュニティ計画づくり用に改

良した四面会議システムモデルを適用する予定である。

二つのケーススタディ研究地域(を通して、改良化モデ

ルの戦略的な実践適応性を明らかにしたい 
 
（２）今後の課題 
この研究は、地域をベースにするコミュニティ防災計

画づくりのリスクコミュニケーション技法に研究の視点

が限られている。しかし、このようなコミュニティの場

作りと計画性向上に対する地域コミュニティの学習経験

は、更なる外部環境の災害リスクからの対応力を高める

ことは勿論、自助・共助・公助で代表される防災基本原

則にも役に立つと思う。 
今後の課題としては、次のことが挙げられる。全国的

にこの技法が防災計画づくりに使用されるためには、都

市と山間地域に関係なく適用できる最小限の共通のツー

ルを開発する必要がある。さらに、この技法で紹介した

診断シート型 SWOT 分析が災害に対する地域の脆弱

性・対応力を評価する基準として成立しなければならな

い。また、防災計画づくりに止まらず、地域のまちづく

りにどの様に結んでいくのかも課題であると思う。 
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